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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

第３四半期連結
累計期間

第43期
第３四半期連結
累計期間

第42期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 6,601,4965,377,47010,754,521

経常利益又は経常損失（△）（千円） △310,829△613,571 193,352

四半期純損失（△）又は当期純利益（千円） △309,930△435,286 224,309

四半期包括利益又は包括利益（千円） △333,483△431,069 195,467

純資産額（千円） 780,540 851,2811,309,490

総資産額（千円） 10,289,31610,571,88710,830,243

１株当たり四半期純損失金額（△）又は１株当たり当期純利益

金額（円）
△34.46 △48.40 24.94

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 7.6 8.1 12.1

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） 292,114 511,969 601,948

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △140,351 △36,079 △330,469

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） △59,547 △265,183 210,547

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 1,472,6632,073,1801,862,474

　

回次
第42期

第３四半期連結
会計期間

第43期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

１株当たり四半期純損失金額（△）（円） △11.44 △7.29

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第42期第３四半期連結累計期間及び第43期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．第42期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

５．第42期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

６．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　（1）経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から緩やかに持ち直しているものの、

デフレの影響や急速な円高の進行などにより、企業収益は減少し、雇用情勢の悪化懸念が依然として残ってい

るなど、厳しい状況が続きました。

このような経済環境のもとで、当連結グループは、交通システム機器、メカトロ機器、特機システム機器の各

部門において営業活動を展開してまいりました。その結果、前年同累計期間と比べて売上高は、メカトロ機器に

おいて微増となりましたが、交通システム機器及び特機システム機器において減少しました。これにより当第

３四半期連結累計期間の売上高は53億７千７百万円（前年同累計期間比18.5％減）となりました。この主な要

因は、交通システム機器の前年同累計期間の売上高に大口案件が含まれていたことによります。

損益面につきましては、継続して経費の圧縮、原価の低減に取り組んでまいりましたが、売上高減少に加え、

試験研究費が増加したこともあり、営業損失は５億５千７百万円（前年同累計期間は２億３千５百万円の損

失）、経常損失は６億１千３百万円（同３億１千万円の損失）、四半期純損失は４億３千５百万円（同３億９

百万円の損失）となりました。

　

（2）財政状態の分析

（総資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は105億７千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億

５千８百万円減少致しました。これは主に受取手形及び売掛金の減少24億３千５百万円、現金及び預金の増

加２億１千万円、商品及び製品の増加３億４千１百万円、仕掛品の増加13億５千７百万円、流動資産その他の

増加２億４千２百万円等によるものです。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債は97億２千万円となり、前連結会計年度末に比べ１億９千９百

万円増加致しました。これは主に支払手形及び買掛金の増加４億２千９百万円、長期借入金の増加７千６百

万円、短期借入金の減少２億２千１百万円、賞与引当金の減少７千５百万円等によるものです。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は８億５千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億５

千８百万円減少致しました。これは利益剰余金の減少４億６千２百万円等によるものです。

　（3）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間の末日現在における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ２億１千万円増加（前年同四半期連結累計期間末は９千２百万円増加）して、20億７千３百万円と

なりました。 

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

［営業活動によるキャッシュ・フロー］

営業活動の結果により獲得した資金は５億１千１百万円（前年同四半期連結累計期間は２億９千２百万円

の獲得）となりました。これは主に売上債権の減少24億３千５百万円、仕入債務の増加３億９千４百万円、減価

償却費２億５千６百万円、たな卸資産の増加17億５千３百万円、税金等調整前四半期純損失６億１千４百万円、

その他の支出１億４千９百万円等によるものです。

 

［投資活動によるキャッシュ・フロー］

投資活動の結果により使用した資金は３千６百万円（前年同四半期連結累計期間は１億４千万円の使用）

となりました。これは主に無形固定資産の取得による支出２千８百万円等によるものです。
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［財務活動によるキャッシュ・フロー］

財務活動の結果により使用した資金は２億６千５百万円（前年同四半期連結累計期間は５千９百万円の使

用）となりました。これは短期借入金の純減少額２億４千５百万円、リース債務の返済による支出９千３百万

円、配当金の支払額２千６百万円、長期借入れによる収入１億円等によるものです。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　 当第３四半期連結累計期間において、当連結グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び

新たに生じた問題はありません。

（5）研究開発活動

　　 当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は４億５百万円であります。

　　 なお、当第３四半期連結累計期間において、当連結グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　　 当第３四半期連結累計期間において、当連結グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はあ

りません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 29,600,000

計 29,600,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月14日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 9,050,000 9,050,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数1,000株

計 9,050,000 9,050,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 9,050,000 － 700,700 － 722,424

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）　

普通株式     56,000
－ 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他）（注） 普通株式  8,989,000 8,989 同上

単元未満株式 普通株式      5,000 － －

発行済株式総数 9,050,000 － －

総株主の議決権 － 8,989 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

　

株式会社高見沢サ

イバネティックス

東京都中野区中央

２－48－５
56,000 － 56,000 0.61

計 － 56,000 － 56,000 0.61

 （注） 当第３四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式数は57,289株、その発行済株式総数に対する所有割合は

0.63％であります。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,862,474 2,073,180

受取手形及び売掛金 4,370,314 ※3
 1,934,712

商品及び製品 494,106 835,629

仕掛品 257,834 1,615,195

原材料及び貯蔵品 662,591 716,815

その他 288,371 531,051

流動資産合計 7,935,693 7,706,585

固定資産

有形固定資産 2,136,002 2,145,951

無形固定資産 75,891 47,831

投資その他の資産 ※1
 682,656

※1
 671,518

固定資産合計 2,894,550 2,865,301

資産合計 10,830,243 10,571,887

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,690,397 ※3
 2,119,676

短期借入金 4,368,500 4,147,500

未払法人税等 15,189 7,730

賞与引当金 143,866 67,893

その他 533,862 458,932

流動負債合計 6,751,817 6,801,732

固定負債

長期借入金 － 76,000

退職給付引当金 2,105,229 2,119,385

役員退職慰労引当金 122,385 139,151

資産除去債務 22,074 23,082

その他 519,246 561,252

固定負債合計 2,768,935 2,918,873

負債合計 9,520,752 9,720,605

純資産の部

株主資本

資本金 700,700 700,700

資本剰余金 722,424 722,424

利益剰余金 △67,190 △529,457

自己株式 △41,021 △41,179

株主資本合計 1,314,913 852,487

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △5,422 △1,205

その他の包括利益累計額合計 △5,422 △1,205

純資産合計 1,309,490 851,281

負債純資産合計 10,830,243 10,571,887
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 6,601,496 5,377,470

売上原価 5,154,930 4,205,419

売上総利益 1,446,565 1,172,050

販売費及び一般管理費 1,681,645 1,729,200

営業損失（△） △235,080 △557,150

営業外収益

受取利息 145 172

受取配当金 6,286 7,204

不動産賃貸料 7,646 6,898

その他 8,689 8,771

営業外収益合計 22,767 23,046

営業外費用

支払利息 69,173 70,078

その他 29,343 9,390

営業外費用合計 98,517 79,468

経常損失（△） △310,829 △613,571

特別損失

固定資産除却損 156 1,151

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 7,983 －

特別損失合計 8,140 1,151

税金等調整前四半期純損失（△） △318,969 △614,723

法人税、住民税及び事業税 8,692 8,486

法人税等調整額 △17,732 △187,923

法人税等合計 △9,039 △179,436

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △309,930 △435,286

四半期純損失（△） △309,930 △435,286
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △309,930 △435,286

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △23,552 4,217

その他の包括利益合計 △23,552 4,217

四半期包括利益 △333,483 △431,069

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △333,483 △431,069
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △318,969 △614,723

減価償却費 249,744 256,869

退職給付引当金の増減額（△は減少） △58,001 14,156

賞与引当金の増減額（△は減少） △19,028 △75,973

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,640 16,766

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 693

受取利息及び受取配当金 △6,431 △7,377

支払利息 69,173 70,078

有形固定資産除却損 － 1,151

売上債権の増減額（△は増加） 1,399,958 2,435,601

たな卸資産の増減額（△は増加） △950,418 △1,753,108

仕入債務の増減額（△は減少） 18,004 394,842

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 7,983 －

その他 △37,062 △149,413

小計 366,591 589,563

利息及び配当金の受取額 6,430 7,377

利息の支払額 △69,238 △73,356

法人税等の支払額 △11,669 △11,615

営業活動によるキャッシュ・フロー 292,114 511,969

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △5,159 △2,934

有形固定資産の取得による支出 △44,179 △5,931

無形固定資産の取得による支出 △85,864 △28,000

その他 △5,148 786

投資活動によるキャッシュ・フロー △140,351 △36,079

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △14,000 △245,000

長期借入れによる収入 － 100,000

リース債務の返済による支出 △45,547 △93,375

自己株式の取得による支出 － △158

配当金の支払額 － △26,649

財務活動によるキャッシュ・フロー △59,547 △265,183

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 92,214 210,706

現金及び現金同等物の期首残高 1,380,448 1,862,474

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,472,663

※
 2,073,180
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１．原価差異の繰延処理

　　季節的に変動する操業度により発生した原価差異は、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれるため、当該原価差異

を流動負債の「その他」として繰り延べております。

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

※１．貸倒引当金14,169千円を直接控除しております。 ※１．貸倒引当金14,862千円を直接控除しております。

２．受取手形割引高　 344千円　 ２．受取手形割引高　 1,019千円

                          ※３．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、当第３四半期連結会計期間の末日が金融機関の

休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処

理しております。当第３四半期連結会計期間末日満期

手形の金額は次のとおりであります。

受取手形 1,704千円

支払手形 45,918千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年12月31日現在） （平成23年12月31日現在）

現金及び預金勘定 1,472,663千円

現金及び現金同等物 1,472,663 

 

現金及び預金勘定 2,073,180千円

現金及び現金同等物 2,073,180 

 

EDINET提出書類

株式会社高見沢サイバネティックス(E02025)

四半期報告書

12/15



（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１．配当に関する事項

　該当事項はありません。

２．株主資本の金額に著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 26,981 3.00 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金

　

２．株主資本の金額に著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成23年４月１日　至平成23年12月31日）　

当連結グループは、電子制御機器の製造販売及びこれら付随業務の単一セグメントであるため、記載を省略し

ております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 34円46銭 48円40銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失金額（千円） 309,930 435,286

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 309,930 435,286

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,993 8,993

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月14日

株式会社高見沢サイバネティックス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　宏　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 由良　知久　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　正広　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社高見沢サ
イバネティックスの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年
10月１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に
係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連
結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社高見沢サイバネティックス及び連結子会社の平成23年12月31日
現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正
に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係　
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
　
　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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